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箔か ら得 られた干渉圖形に於ては,焼 鈍温度が高 くなるに蓮れて濃い箇所が次第に鮮明 となる
丈で,錘 延の儘の箔か ら得 られた圖形 と本質的1こ憂 りが無かつた.然 るに焼鈍温度が450℃ を
超 え4700Cに 達すると,囲 形の鉄様は一一esして<110>な る方向を共通軸 とする繊維厭組織 に
因る放射帯が明瞭に認められる様になつて來た.而 して1一苑温度が更に少 し高 くなると500℃
に於 て朗に放射帯は完全 に泊失 して直径10-2cm～1G-3 Cm程 憂の微結晶9i)不拶則な聚群の特
徴 を表す無敷の小斑黒占より域 るデバイ環に攣 じ,再 結晶濫度700℃ を超えても此厭態はね檀 し
た.即 ちニツケル箔内では最初直径10『弓cm～io-」' cm程 度のものよr)成 る微結晶群の一・部分
が不規期な聚群 をな し,一 部分が<111>な る方向を共通軸 とする繊維歌組織 を成して居たの
が,再 結晶湿度よ り遙かに低い470℃ 前後に於て急激に一鍵iして大部分<110>な る方向を共
通軸 とする繊維状配列をな し,次 で500℃ に於て共直径10-2cm～10-3 cm程 度の微結晶の全
く不規則な聚群になつて終 うもの と推定せ られる.
 ・両鐵箔の場合は,共 内部に於て微結晶群が最初一部分不規則な配列をなし,一 部分<211>
なる方向を共通軸 とす る繊維厭組織をなして居たのが,再 結晶温度600℃ より遙かに但い・{20
℃一 即ち既述の鐵粉の『i期「聯吉晶温度一 に於て急激に大部分<110>な る方向を共通軸 と
する繊維状組織 に一縫する事 を確め得たのであった.
 以上述べた墜延土厨箔の焼鈍に因 る異常な内構攣化過程の起 るのは,極 めて強 く墜延せられ
て相當薄 くなつた ものに限 られジ之等以外の左程強 く塵延 ぜられて居 な い ニツケル或は鐵箔
(厚 さO.lmm以 上)に 於て斯 る現象が今口迄に認められなかつた事を薮に附言 して置 く.
 結.   論
 前揚の諸事實を護 に鐵粉に就て得た實験結果}}と綜合すると,所 謂 「早期再結品」なる現象
は極めて彊 く,機 械的加工を受けた金属材料の通性 と推測 甘られる.而 して非常に奇異に思わ
れ るが,斯 る生属材料内に於ける原子の再配列を著 しく起す濫度は高低2種 裁然 と分立 して存
在す るものと断ぜざるを得ない事 になる.
絡 りに本研究は文部省科學研究費の補助によつて行はれた ものなるを附記 し薮に謝意を表する.
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       高 誘 電 牽 磁 器 の 研 究(1)
        Study of High Dielectric Constant Ceramics.1
            阿 部 清 ・田 中 哲 郎
              Kiyoshi Abe and Tetsuro Tanaka
 筆者等は蓄電器材料 として使用し得 る高誘電牽磁器の製法 とその電氣的性質に關する研究を
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                第   ユ   表
        BaTiO3-SrTiO3                   BaTiOs-CaTiO3
        モ ル 比 組 成         モ ル 比 組 成
   試 料 購i薦 「嶢成岬 試料 蕊 ・呵 鵬 燵購
   BS 10    10      0     1330  1 BG lO    IO      O     1330
   BS  9     9      1     1385   BC  9     9      1     1310
   BS  8     8      2     1385   BC  7     7      3     1320
   BS 75    75     25     1385   BC  5     5      5     1320
   BS 71    71      29     1385    BC  3     3       7      1320
   BS 65     65       35      1385    BC  O      O       10       1320
   BS 6     6      4     1385
   BS  5     5      5     1385
進 めてい るが,現 在迄 に行つ たチ タン酸 バ リウム系磁 器に關 す る實験結 果 の一部 を報告 す る.
 第1表 には 本研究 に使 用 しfこ 工aT o3とS'1 io3の 共融物 よ り成 る試 料 と, B組io3と
CaT、03の 共融物 よ り域 る試料のモル比組威並びに焼 威濫度 を示 してあ る. ra,8r, Caは 何
れ も炭酸 鞭の 彫に してT 02と 適當 に混合 し,ボ ツ ト.ミルで充分粉 陣混含 した後加堅成型 し,
瓦斯櫨 中で焼成 した.焼 成 後試料の爾面 に銀 曉付 を施 して之 を電 極 とした.
 一・一・般 にチ タ ン酸 バ リウム系磁 藩の誘電 韓及 び誘 電罷損 失角tanδ は顯 嵜な温 受特性 を有 す る
ので温度 を 一一 20℃ よ り160℃ 迄攣 化させ て測定 を行 い,叉 周波敷 の影響 を見 る爲 に周 波数 を
300サ4ク ルか ら10キ ロサ ィ クル迄攣化 させ て測 定 した.測 定 には並 列抵抗 ブ リツヂ を使 用 し
た.ag 1圖 は4キ ロサイ クルで測定 したBaTiO3 一 SrTiO.3系(PS系 ㌧磁器 の誘電率及 びtanδ
の澱度特 性であ る.圖 か ら明かな通 り試料 は何れ もあ る温度 で誘 電率 の極 大値 を取 り,そ の温
度(Curie塁 扮 はBaTiO3とSrT103の混合比1二依 つて定 ま り,辱SrTiO3の 増 加 と共 に低 湿
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   1       '「5                            60
 1'lSc,:o  l       -・i
演 毒 蒸1蕊㌶ 三≒ ≒馨
                   (96)
            阿部 ・田中:牛 導 盟 の 研 究 (3)
の方へ移 行 す る.tanδ はCurie貼 の左側 では一般 に相當大 きく,500～1000×10→ の値 を示す
が,Curie鮎 附近 で極1・値 を取 りそれよ り高温では温度 と共 に徐 々に増加 す るが その値 は一・般
に小 さ く10～IOO×10-4の 程 受であ る.誘 電率 にyjす る周波 数の影響 はCurie黙 の左側 に於
ては相 當著 し く周波数 の鐙加 と共 に誘電率 は減 少す るが,Curie黙 の右 側 に於 ては著 しい影 響
は見 られな い.叉tanδ に」 す る周波数の影響 もCurie貼 の左側 に於 て著 し く周波数 の増加
と共 に著 し く減 少す るがCurie職 の右 側では上ヒ較 的影響 が少い.第2圖 はBaTio3-CaTio3
系(BC系)磁 器の誘電率 の温度特 性を示 した ものであ る.こ の場合組成 に よつて誘電率極大
の温度は殆 ど攣 化せすCaTio3の 増加 と共 に山の形が次第 に雫坦 とな り, BC 3位 で山が殆 ど
無 くなつて直線 に近 づ く.BCOの 常温に於 け る誘電率は約160で あ る.こ の結果か ら見 る とBC
系 に於 てはBaTio3とCaTio3を混合焼威す るこ とに依 つて薪 しい結 晶 は生威せす,唯2腫
の結 晶が混 合歌態 にあ る もの と考 えられ る.
 以 上の究 験結果 を綜合 す るとBS系 に於 てはCurle黙 の左側ではtanδ が大 き く且つ誘電率
の周波激特 性 も著 しいが,右 側 ではtanδ 小 さく誘電率及 びtanδ の周波敬特 性 も小で ある.
叉SrTio3の 量 に依 つてCurie鮎 を任 意に移動 させ るこ とが可能 であ る.そ れ故蓄電器材料
として この種 の磁 器 を使用 す る際 には適當 な温度 にCurie黙 を持つ材料 を選探 してCurie黒
の右f則の特 性 を利用 す るこ とが望 ましい.叉BC系 に於 てはCaTiO,}の 含有量の増加 に依b
誘 電率 の大 きさは減 少す るが,温 度持 性をあ る程度平坦 にす ることが 可能 であ るか ら,BS系.
BC系 爾者 の特 性 を巧 みに利用す ることに依 り優秀な特性 を有 する蓄電器材料 を得 るこ とが可
能 であ る.
             (昭 和24年2月28H'受理)
        牛 導 髄 の 研 究(3)
            複 合 牛 導 膿 の 整 流 作 用
            Study of Semi-Conductors. III
        Reetifying Action of Combined Semi-Conductors
            阿 部 清 ・田 中 哲 郎
             Kiyoshi Abe and Tetsuro Tanaka
 2種 の相異 る牛導彊 を接隅せしめた場合,そ の接燭部分に顯著な整流作用が現われる場合が
ある.筆 者等は酸化チタニウム磁器を還元 して得られる牛導盟に他の種の牛導艦を接鰯せしめ
た場合に生する整流作用につき實験的研究を行つたが,そ の内比較的整流特性の良好な場合の
實験結果を廠告す る.                     1
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